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（審議経過） 

○事務局（政策経営課長） それでは、定刻にな

りましたので、ただいまより令和５年度第１回足

立区区民評価委員会を開催いたします。 

 私は、本日の司会進行を務めます政策経営部政

策経営課長の伊東でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 まず、議事に入ります前に、本日配付させてい

ただきました資料の確認をさせていただきます。

席上にダブルクリップで留めてある資料でござ

います。まず、本日の次第でございます。その後、

資料が１から９までございます。資料１が区民評

価委員会の名簿、資料２が「区民評価委員会につ

いて」と書かれたパワーポイントのホチキス留め

のものでございます。資料３が「区民評価委員会

の１年」と書いたスケジュールのもの。資料４が

「行政評価制度のさらなる推進」と書かれたホチ

キス留めの資料。資料５が「分科会の体制と各分

科会評価事業について」という１枚のペーパー。

資料６が「令和４年度重点プロジェクト事業一覧」

と書かれたホチキス留めのものでございます。資

料７が令和５年度の区民評価委員会の分科会の

名簿の案でございます。資料８が区民評価委員会

条例施行規則。資料９が「区民評価委員会の表彰

制度について」と書かれたペーパーでございます。

不足はございませんでしょうか。―ありがとう

ございます。 

 そして、今年度から新たに区民評価委員に加わ

っていただいた皆様には、足立区の基本構想の冊

子、基本計画の冊子、そして昨年度の区民評価委

員会の活動報告書と反映結果報告書というもの

を席上に置かせていただきました。後ほどご確認

いただければと思います。 

 本日は、14 人の委員の方が区役所からこの委

員会にご参加いただき、２名の委員の方にはオン

ラインでご参加いただいております。なお、１名

の方が本日は都合により欠席となっております。 

 ウェブでご参加いただいている委員の皆様に

お願いがございます。ご自身が発言を行うとき以

外はミュートの設定をしていただきますよう、ご

協力をよろしくお願いいたします。 

 本委員会並びに今後行われます分科会につき

ましては、足立区区民評価委員会条例施行規則第

４条の規定に基づきまして、原則公開とさせてい

ただいております。会議記録、委員名簿も含めて

公開となりますので、その点ご了承いただければ

と思います。 

 また、会議録作成のため、委員の皆様のご発言

を録音させていただきますことも併せてご了承

いただければと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、早速、次第に従って本日の議事を進

めさせていただきたいと思います。 

 まず、次第の１でございます。委嘱状の交付で

す。本日は、今年度から新たに委員としてご就任

いただきます公募委員の方々に対して足立区長

より委嘱状を交付させていただきます。 

 なお、本日、ウェブで参加いただいている委員

の方には、後日、委嘱状を郵送させていただきま

すので、本日はお名前の読み上げのみとさせてい

ただきますことをご了承いただければと思いま

す。 

 では、お名前をお呼びしますので、委嘱状をお

受け取りいただければと思います。 

（区長から委嘱状を交付） 

○事務局（政策経営課長） 続きまして、次第の

２でございます。諮問書の交付でございます。近

藤区長より当委員会の会長であります藤後会長

に区からの諮問書を手交いたします。よろしくお

願いいたします。 

（諮問書交付） 

○事務局（政策経営課長） ここで、第１回区民

評価委員会開催に当たりまして、近藤区長よりご

挨拶申し上げます。区長、よろしくお願いいたし

ます。 

○近藤区長 おはようございます。お忙しい中ご
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出席いただきまして、誠にありがとうございます。

そしてまた、今回から加わっていただいた皆様に

も御礼を申し上げます。 

 昨年度は、コロナの対応に庁内全力を挙げると

いうことで、評価を１年間お休みいたしました。

いろいろ準備をしていただいた皆様にはまずお

わびを申し上げますけれども、その分、今年度の

評価にしっかりと生かしていただけたらと考え

ております。 

 ご承知のとおり、私たち行政、まず最高のチェ

ック機関としては議会がございます。ただ、区民

の皆様により身近なところで私たちの役所とい

うものを感じていただくためにも、区民の皆様方

が区民感覚で私たちの仕事の内容についてチェ

ックしていただく区民評価制度というのは、足立

区にとりましても非常に重要な役割を果たして

いただいていると考えておりますし、私も 16 年

間区長を務めるに当たりまして、都議会議員だっ

た当時ですら、区役所という仕事の中身について、

なかなか身近に感じることができませんでした

ので、ぜひ皆様方の評価を通じて区民の皆様方に

広く足立区役所の中身について発信していただ

けたらと期待しているところでございます。 

 ご承知のとおり、足立区は協働ですとか協創を

旗印に掲げておりますので、他の自治体以上に透

明性ですとかアカウンタビリティというものに

ついてこだわりを持っております。それだけに、

皆様方が評価をしていただくに当たっては、私た

ち職員のほうもなるべく専門用語を使わずに、皆

様方が聞きたい、知りたいところを的確にご説明

するという、そういった説明の手法についても、

この評価事業を通じて大分ブラッシュアップし

てきたと考えておりますが、そうはいっても、ま

だまだというご批判、ご評価も頂いているわけで

すので、今年はまた区のほうの準備体制にもしっ

かりと指示を出しまして、皆様方のお気持ちが生

きる評価にしていきたいと考えております。 

 例えば、コロナの中で臨時給付金の国の支給事

業があったり、東京都の独自の事業があったりと

いうことで、それを 23 区が一気呵成に進めるわ

けですけれども、進め方によって区民の皆様方に

サービスに届くタイミングにスピード感の違い

が生じたり、またはサービスの内容にもそれぞれ

の自治体の判断が出たりというようなことで、ま

さに自治体間競争の時代がやって来たなという

ことを強く感じます。他の自治体に後からついて

いくのではなくて、他の自治体をリードするよう

な様々な新機軸で区民の皆様方のご期待に応え

ていきたいと思います。 

 また詳しいことは担当から説明があるかと思

いますが、令和５年度の予算のポイントは、「安

心」と「活力」を二本柱にしております。安心と

いいましても非常に幅が広うございますので、ま

ずは 10 年ぶりに見直された震災をはじめとする

災害対策、災害から命や財産を守るという安心、

そしてまた、年を取っても住み慣れたおうちで、

また住み慣れた地域で生活できるという安心、足

立区だったら子育てがしやすいという安心、また

若い方には、夢や希望を実現できるという安心、

様々な安心を地域自治体、身近な私たちが区民の

皆様方にお伝えしていくという内容を盛り込ん

でございます。 

 また一方で、少子高齢化の問題が出ておりまし

て、足立区も昨年度の出生数は 3,000人を切って

いるということで、今年１月に行われました「成

人の集い」の対象者が 6,000 人を超えると言って

いたことを考えますと、この 20 年間で１年間の

子どもの人数が足立区でも３分の２まで減って

いるという状況です。コロナの一過性の問題なの

か、こういった状態が継続していくのかといった

ところは少しじっくり見ていかなければなりま

せんが、１学年の子どもの数が３分の２に減ると

いうのは、当自治体にとりましても大変将来の安

定の意味からも大きな課題だと考えております。

そういった意味からの活力、また区内の経済の活

力といったことも織り込んで予算を編成してお
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りますので、安心、活力といった面からもぜひ皆

様方に評価していただければと考えております。 

 お忙しいお時間をお差し繰りいただいて大変

恐縮ですけれども、ぜひ厳しい目で見ていただい

て、また次年度以降の予算編成ですとか、私ども

のパフォーマンスに皆様方の評価をきちっと生

かしていきたいと考えております。どうぞ、ご協

力よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 申し訳ございませんが、区長はこの後、ほかの

公務がございますので、ここで退席させていただ

きます。 

○近藤区長 どうぞよろしくお願いいたします。

リモートのお２人もよろしくお願いいたします。 

（区長退席） 

○事務局（政策経営課長） では、続きまして、

次第の４番でございます。会議に先立ちまして、

まず、当委員会の会長である藤後悦子会長からご

挨拶を頂きたいと思います。その後、各委員の皆

様にも自己紹介を頂きたいと思っております。 

 自己紹介の順番ですけれども、本日お配りしま

した資料１の名簿をご確認ください。この名簿の

順番で一言ご挨拶を頂きたいと思います。なお、

大変申し訳ありませんが、時間に限りがございま

すので、１人２分程度でご挨拶を頂ければと思い

ます。 

 それでは、まず藤後会長からご挨拶を頂きたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

○藤後会長 おはようございます。私も簡単にご

挨拶させていただきます。 

 東京未来大学の藤後悦子と申します。専門はコ

ミュニティ心理学や臨床心理学でございます。 

 私は、こちらの区民評価に 2016 年度から関わ

らせていただいております。気づけばもう長い間

になってきました。先ほど区長からもご説明があ

りましたけれども、昨年度は残念ながら区民評価

を継続することができませんでした。しかしなが

ら、その中でも、しっかりと皆様方から頂いたご

意見―書面でのご意見でしたが、庁内評価に基

づいてＰＤＣＡサイクルは回してくださってお

ります。また、少し余裕ができた時間をもって今

までの評価を振り返っていただいて、次のステッ

プにつながるよう様々な議論を行ってくださっ

ております。 

 多分初めての方々は今から経験されると思い

ますが、区民評価はかなり作業量が多いのです。

ですが、皆様方の専門性であったり、ご経験がき

ちんと区に反映していただける貴重な機会だと

思っております。これほどある意味長い時間をか

けて丁寧に区民評価を行っている自治体という

のは数多くありません。そのくらい区民評価に関

しましては足立区も力を入れてくださっていま

す。ですからこそ、ぜひ皆様方のお力添えを頂け

ればと思っております。 

 そして、こちらの報告書の最初のページに書い

ておりますけれども、今年の１月 22 日に、区制

90 周年を迎えるに当たって、区政のこれまでの

10 年、これからの 10年を語り合うというシンポ

ジウムが開かれました。そこに区民評価のＯＢ、

ＯＧの方々がご参加されて、今までのご経験、そ

してそのご経験をどのように生かしているかと

いうようなお話を下さいました。 

 ＯＢやＯＧの方々のお話をいくつか紹介しま

す。最初は情報量の多さに少し戸惑いを感じなが

らも、足立区の魅力や強みに触れる中で、ご自身

も区民評価委員として一緒に議論する貴重な機

会をいただきました。そしてその後もご自身の中

で足立区のよさを発信していったり、皆さんに伝

えていったりという自立的な活動を行っておら

れました。 

 皆様方にもぜひこの区民評価を通じてのご自

身の変化であったり、地域の変化を楽しんでいた

だきたいと思っております。達成感や、心理学的

な用語で言うと自己有用感、それらを感じながら、

ぜひ皆様方のお力添えを頂ければと思っており
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ますので、１年間どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 では、続きまして、大口達也副会長、よろしく

お願いいたします。 

○大口副会長 皆様、初めまして。また、昨年度

ご挨拶した方につきましては１年ぶりでござい

ます。副会長をしております大口達也と申します。 

 私ですが、大学は群馬県にある高崎健康福祉大

学という大学で福祉全般、特に高齢者福祉や地域

の支え合いといったような、地域福祉といったも

のを専門としております。 

 こちらの区民評価委員のほうにつきましては、

藤後委員より長くはないのですが、でも、コロナ

を乗り越えて、こういうふうな形で区民評価に関

わらせていただいていて、皆様に、昨年度は残念

ながら難しい状況ではありましたが、ようやくコ

ロナのことを一定程度配慮しながら区民評価と

いうことを行える新しい一歩みたいな状況にな

ってきておりますので、私自身、くらしと行財政

分科会のほうを担当する学識ではありますが、実

際、１人で作業を行うというわけではなく、皆さ

んとチームで相談しながらつくり上げていくよ

うな区民評価になっていきますので、こういうふ

うな全体での議論も含めて皆さんと意見を交わ

しながら、よりよい区民評価ができるように今年

1 年頑張りたいと思いますので、皆様、何とぞよ

ろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 では、続きまして、まちと行財政分科会を担当

されます荻原先生です。よろしくお願いいたしま

す。 

○荻原委員 東京電機大学の荻原と申します。よ

ろしくお願いいたします。「まちと行財政」の担

当をさせていただきます。 

 私、今年度で３年目になります。先ほど先生方

からお話がありましたけれども、昨年度、活動が

なかなかできませんでしたので、今年度の委員の

皆様とほぼ今年初めて一緒にやらせていただく

ような形になるかと思いますけれども、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 先ほど区長様からもお話がありましたけれど

も、時に厳しく、区民の目線というのはやはり非

常に重要だと思いますので、いろいろな視点から

議論を交わせたらと思いますので、どうぞよろし

くお願いたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続いて、一般事務事業見直し分科会を担当され

ます宮里先生です。よろしくお願いいたします。 

○宮里委員 よろしくお願いします。日本大学の

宮里と申します。 

 専門は社会保障、特に年金や医療を専門として

おります。私も昨年度から委員会に加わらせてい

ただいているのですが、ご存じのとおり昨年はコ

ロナで会があまり開かれなく、私も新任のような

心境です。分からないところもまだ色々あります。

とはいえ、コロナのような非常に厳しい中でも会

を存続させようという足立区の思いというのは

非常にすばらしいものと思いますし、私も微力な

がら協力させていただいて、良い委員会になれば

と思っていますので、何とぞよろしくお願いしま

す。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 ひとと行財政分科会を担当されます宮地先生

ですけれども、本日ご都合のため欠席となってお

ります。 

 では、公募の区民委員の皆様方からも一言ご挨

拶と自己紹介を頂きたいと思います。 

 まず、石井委員からよろしくお願いいたします。 

○石井委員 おはようございます。石井綾子と申

します。 

 私は今年度就任ということで、新人でございま
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す。昨年までＩＴ関係の企業で情報通信、最近で

すとオンラインでの仕事の仕方などを担当して

仕事をしてまいりましたけれども、去年からＮＰ

Ｏ法人に転職するとともに、大学院のプログラム

を受けるなど、少し人生の見直しといいましょう

か、方向を見直している最中でございます。 

 これまで企業勤めが長かったので、足立区には

住んでおりましたけれども、ほぼ受け身の状態で、

区で決まった施策の恩恵にあずかっていたわけ

なのですけれども、これからは一人の区民として、

私が経験してきたことが多少なりとも役に立て

ばとも思いますし、あるいは周囲の方々を含め、

ご意見のある方のお話なんかも聞きながら、区政

がどういうふうに進んでいて、私たちがどういう

ところで声を上げればいいのか、そういったとこ

ろを勉強できれば大変有意義だなと思っており

ます。 

 まだまだ勉強だらけなのですけれども、どうぞ

ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続いて、植村委員、よろしくお願いいたします。 

○植村委員 皆様、おはようございます。植村で

ございます。 

 私は昨年から委員に就任させていただきまし

たが、先ほどからお話があるように、昨年は何も

できずということで、たくさんご説明を頂いて、

ご指導いただいたのですけれども、本当に区の

方々がたくさん用意してくださったものを結局

何もこちらからはお返しすることができず、非常

に残念に思っていました。今年は頑張らせていた

だきたいなと思っています。 

 私自身は、足立区に住むようになってから、で

きるだけ足立区に関わりたいと思いまして、ＮＰ

Ｏ団体をつくって、今、子どものプログラミング

教室をやっているのですけれども、それとともに

ＰＴＡの副会長とか、今積極的に頑張らせていた

だいているところで、区のお仕事も幾つかやらせ

ていただいたのですけれども、足立区の区の皆さ

んが本当に快く迎えてくださって、たくさんいろ

いろ知ることができて、本当に感謝しています。 

 今回、アフターコロナが見えてきたという状況

でこれをさせていただけることがとても意義深

いなと感じているので、ぜひここで皆さんと一緒

に仕事ができたらなと思っています。よろしくお

願いします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 では、続きまして、大手委員、よろしくお願い

いたします。 

○大手委員 おはようございます。大手智彦と申

します。私も今年度から参加させていただきます

新人でございます。よろしくお願いいたします。 

 私自身は、結婚と同時に足立区に転入し、この

４月で足立区に 19 年目になります。現在、高校

生の子供が 1人おります。独身時代は足立区とは

全然接点がなく、まさかここに住むことになると

は正直思っていなかったのですけれども、実際に

住んでみまして、思った以上に生活しやすい、い

い街だと思っております。ただ、やはり実際に生

活をしてみるといろいろと感じることがありま

すので、その点、改善に向けて微力ながらも地元

社会に貢献できればと思い今回応募させていた

だきました。 

 本業は、既に 20 年以上になりますが、インタ

ーネットの黎明期からＩＴ系の会社に勤務して

おり、主にＥＣ系のサービスを担当してまいりま

した。現在は、担当サービスに関わる営業関連業

務の生産性向上、個人情報やセキュリティ関連の

管理企画系の業務を担当しております。 

 また、副業として、民間による遺伝子解析サー

ビスの普及を目的とした某一般社団法人の事務

局業務のお手伝いも行っております。 

 先ほど藤後会長から、今回のこの委員を通じて

『自分を変えていく』というお話がありましたけ

れども、今回のお話を頂いてから既に自分自身変



6 

 

わってきておりまして、いろいろ足立区のことを

調べていくと、こんなこともやっていたんだと、

逆に勉強不足だったなと気づかされることもた

くさんありました。 

 より良い街づくりのため、今までの経験を活か

し足立区にお返しをしたいと思っております。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続いて、金子委員、よろしくお願いいたします。 

○金子委員 おはようございます。金子法子と申

します。今年度から評価委員になりましたので、

どうぞご指導のほどよろしくお願いいたします。 

 私は宮崎で公務員として行政事務を担当して

まいりました。その中で予算のほうも担当してい

ましたので、予算担当のときにはやはり財政課と

の交渉とかで、いかに予算を獲得するか、あるい

は財政課はまたいかに予算を減らすかというこ

とで、そこでかんかんがくがく、いろいろ予算獲

得の面でやり合ったりしたのですけれども、定年

退職しまして、足立区にやって来ました。 

 足立区に転居した理由というのが、東京のほう

に出てきたいというのがあったんですね。それは

私が海外でいろいろやりたいことがあったので、

拠点として海外を行き来するのに東京都が一番

いいんじゃないかという利便性、地理的な面で出

てきたのですけれども、ただ、私がやりたいこと

は、もう少し年を重ねてでもいいんじゃないかな

というのに気づきまして、定年退職して１年はち

ょっと遊んだのですけれども、現在は認可保育園

の園長をしております。保育園の中で様々な子ど

もたち、あるいは保護者の方と関わる中で、本当

に足立区の暮らしと子育てについては予算面も

制度面もいろいろ学ばせていただきました。 

 そんな時点で、いろいろな面から考えたときに、

これは予算の無駄遣いじゃないのかなと。つまり、

23 区で財政が潤沢にあるので、こういうことも

できるんだなと。でも、これは無駄じゃないのか

なということも考えさせられたり、あるいは、こ

こでサポートが必要なのに、どうしてこの予算が

低いんだろうと。お母さんたちのいろいろな相談

に乗ったりとかして、ここの課に行ったらと、こ

ういうふうな相談場所もあるので、そういうとこ

ろに行ったらというような感じで現在も助言を

しているのですけれども、そんな中で、足立区の

中で暮らしていくということがどういうことな

のかというのも本当に肌にしみて感じてきたん

ですね。 

 予算が潤沢にあるというのは、やはり無駄遣い

もあると思うのです。だから、そういった面で、

本当に困っている人たち、あるいはサポートの叫

びを上げている人たち、隅々までサポートが行き

渡らない人たち、いろいろな人たちがいると思う

ので、本当に暮らしやすい安全な、安心なまちに

足立区をしていくためには、やはり予算の妥当な

使い方、正当な使い方が必要なんじゃないかなと

常々思いまして、自分の意見とかを反映できるも

のはないのかなと思ったときに、たまたま広報を

見て、評価委員を募集しておりましたので、そう

いう動機で志望させていただきました。ラッキー

なことに選ばれましたので、今後は自分の視点で、

足立区民の視点で、いろいろな面で、どんな行政

ができているのかとか、費用対効果の件でも無駄

遣いがないのかとか、もっと多角的に使えるんじ

ゃないかとか、そういったことを検証しながら評

価委員としての仕事に携わっていきたいと思い

ます。 

 まだまだ未熟で、分からないところもございま

すが、どうぞご指導よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。よろしくお願いいたします。 

 では、続いて、北村委員、よろしくお願いいた

します。 

○北村委員 おはようございます。北村といいま

す。よろしくお願いします。 

 先ほど来お話があるのですけれども、去年から
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委員なのですけれども、去年は何もやらないで、

勉強だけさせていただいて終わった次第でござ

います。少しは今年はやってみようかなと思って

いるのですけれども、また途中でコロナですと言

われるとまたなくなるのかなと、あまり期待はし

ないでやっております。 

 住んでおるのは中川一丁目といって、この足立

区の一番東の端っこです。だから、使っているの

は亀有駅で、周りが全部葛飾区で、病院も、内科

も歯医者も床屋も全部葛飾区側で生活しており

まして、葛飾区との関わりというのが非常に多い

ですね。亀有駅なんかも屋根がついたり、あっ、

すごいななんて思って、青木区長も大したものだ

なと思っているのですけれども。 

 そんな中で、うちの隣の自治会がこの間解散し

ちゃったんです。私は中川のほうの自治会なので

すが、皆さんもほぼ町会、自治会の役員とかいろ

いろやっておられると思うのですけれども、うち

も解散しようかという話になっていまして、この

間からそんな議論をちょっとやっているのです

けれども、このコロナの関係で、正直言って町会、

自治会ってもうやらなくていいんじゃないかと

いうところまで追い詰められている。もう高齢化

になっているのもあって。それならそれでもいい

んじゃないかという話も大分出ていまして、行政

というのは町会、自治会に頼っている部分って結

構あって、一体そういうのをどういう形で今後行

政というのは考えながら、町会、自治会を含めて

地域と関わっていこうとするのかなと。そんなと

ころが、今、自治会の関係をやっていて、つくづ

く思っておるんですね。 

 評価委員会とは直接は関係ないかもわかりま

せんけれども、そういう視点で何か考えていきた

いなと思っております。よろしくお願いします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 では、続いて、金委員、よろしくお願いいたし

ます。 

○金委員 おはようございます。金と申します。

よろしくお願いします。 

 私は昨年度から区民評価委員会の委員として

参加させていただいております。お話もあったよ

うに、昨年はコロナの影響もあって中止というこ

とになりました。 

 私は、生まれは北九州市の小倉でありまして、

足立区に転居してきてもう 40 年以上になります

が、足立区のために何か貢献したかと言われると、

自慢げにお話をすることはできません。現在も勤

務は他区です。ただ、私も年を重ねていますので、

どうにか足立区に戻ってきたい、足立区で何か貢

献したいという思いがありまして、去年区民評価

委員会に応募して、このように参加させていただ

いている次第であります。 

 去年はコロナの影響で中止になりましたが、私

が感じたことは、足立区の区民評価委員会に対す

るお力添えというか、真剣さが本当にすばらしい

ものだと感じました。私も当初選ばれて参加する

とき、もちろんいいかげんな気持ちで参加するつ

もりはありませんでした。新任の皆様もこれから

経験されると思いますが、区からしつこいほどメ

ールが来ますし、資料が送られて来ます。そうい

うことでいろいろな意見を求めてきます。うわさ

で 23 区内でも区民評価委員会の位置づけが足立

区はすごいと聞いていましたが、実際に私が体験

してみて、そのように感じております。私は、今

年こそはと意気込んでおるところであります。 

 私は、名前が示すように在留外国人であります。

全ての外国人を代表することはできませんが、そ

の一人として積極的に発言していきたいと思っ

ています。よろしくお願いします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。メールは、すみません、度々送ることはあり

ます。ご了解いただければと思います。 

 では、続きまして、本日ウェブでご参加いただ

いております鈴木望委員、よろしくお願いいたし

ます。 
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○鈴木（望）委員 おはようございます。鈴木望

です。現在は２歳の息子と来月出産予定で育休中

の生活をしています。仕事は主に介護に就くネパ

ール人の学生の日本語教師、あとは生活指導など

をしています。 

 前年度はひと・行政の分科会の担当で、評価作

業まではいかなかったのですけれども、ヒアリン

グの準備をするだけでもとても勉強になりまし

た。先ほどおっしゃっていたとおり、莫大な資料

を読むだけでもすごく勉強になって、主に私がふ

だん関わっている教育機関だったりとか、足立区

の子育てサポートの機関がどのような狙いで活

動しているのかなど、すごくよく分かりました。 

 今年度は恐らく全てリモートでの参加にはな

ると思うので、ご迷惑をおかけすることもあると

思いますが、よろしくお願いします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 では、続きまして、鈴木英治委員、よろしくお

願いいたします。 

○鈴木（英）委員 鈴木でございます。よろしく

お願いします。 

 私は生まれも育ちも足立区でして、会社の仕事

の都合で数年間の海外勤務を別にしまして、足立

区と海外という、何ともいえない絶妙な居住バラ

ンスの下に今日まで来ております。 

 昨年は新任ということもございまして、先ほど

来お話があります、事務局から膨大な資料が来る

のですが、かなり力を入れて、自分の分科会だけ

ではなくて全部を読み込んで、勉強になったので

すが、もうかなり月日も経ちまして、すっかり忘

れちゃいまして、一からのスタートだと思ってい

ますので、またひとつよろしくお願い申し上げま

す。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。よろしくお願いいたします。 

 では、続きまして、中村委員、よろしくお願い

いたします。 

○中村委員 よろしくお願いします。今年度から

公募委員になりました。よろしくお願いします。 

 私は足立区在住 16 年目でして、ずっと転勤族

でおりましたので社宅住まいで、西新井の再開発

のマンションに入りまして 16 年目になります。 

 前職は金融機関のコンプライアンス関係の担

当業務をしておりました。退職後は、社会との関

係性ですとか、何か地域に貢献できることはない

かなということで、コロナ禍前ですけれども、足

立区で募集しました文化・読書・スポーツ総合推

進会議の委員をやらせていただいて、人生 100年

時代をどう生きるか、文化・読書・スポーツがど

うそれに貢献できるのかということを検討して

いた推進会議だと。その中で幾つか具体的な施策

が出ていたのですけれども、その施策が今どうな

っているのかなというのを今素朴に思っており

まして、たまたま広報でこの評価委員会の募集を

見まして、そうすると、あの施策が、ここの委員

会に参加させていただければプロセス確認でき

るのかなということもありまして参加させてい

ただいた次第です。 

 地域に貢献ということで何ができるのかとい

うことで、そこにいらっしゃる植村さんと一緒に

環境審議会ですとか個人情報審議会をやらせて

いただきました。特に個人情報に関しましては、

いろいろな業務がたくさんありまして、区の役割、

仕事というのは物凄く多岐にわたるんだなとい

うことを痛感した次第です。そういう点から含め

ましても、具体的な施策に対するプロセスチェッ

クや評価をぜひやらせていただきたいなと思っ

ております。 

 最近はマンションの自治会活動も始めまして、

先ほど地域コミュニティの問題も出ておりまし

たけれども、地域コミュニティが活性化していか

ないと区の施策が浸透していかないんじゃない

かなというふうに思っていますし、そういった中

で、区の評価委員会での役割と自治会での活動が

どうリンクできるのかなということも頭の中で
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考えながら参加させていただければと思います。 

 微力ではありますけれども、メンバーの一員と

して何らかの形で貢献させていただければと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。 

 続きまして、本日ウェブで参加いただいており

ます樋口委員、よろしくお願いいたします。 

○樋口委員 樋口です。よろしくお願いいたしま

す。 

 今年度から就任させていただきました。現在は、

３月に大学を卒業しまして、４月から大学院生と

して研究室に通いながら今回参加させていただ

くという形になっております。 

 足立区には小学５年生の頃から現在までずっ

と住まわせていただいて、中学生の頃、足立区の

教育の政策としてやられている「はばたき塾」な

どに通わせていただくなど様々なサービスを受

けさせていただいた中で、私なりに、知識不足で

はあるのですけれども、フラットな視点でいろい

ろな政策を勉強させていただければなと思って

おります。 

 また、足立区に住みながらも高校はまた別の区

の高校に通わせていただいて、また大学は足立区

にある大学に通っているのですけれども、足立区

の友人の様々な意見だったり、また、足立区以外

の友人の様々な意見、足立区に対するイメージと

いうものを聞く中で、現在の若者の視点に立って

いろいろ情報を共有させていただければなと思

っております。 

 微力ながら今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。よろしくお願いいたします。 

 では、続きまして、保坂委員、よろしくお願い

いたします。 

○保坂委員 初めまして。保坂と申します。 

 私も足立区生まれ足立区育ちで、今改めて思い

返すと、小学生の頃に足立区議会の「子ども議会」

というのに参加させていただいた記憶があり、そ

の頃から、かなり開けている区政を行っていたん

だなと思っています。 

 現在は金融の会社に勤めており、住宅ローンの

部門や、労働組合で各種制度の施策立案や制度改

定をやってまいりました。現在は育児休業中で、

今日一緒に子どもも参加させていただいている

のですけれども、娘の療育関係を目的に育児休業

を取得しております。 

 子どもが指定難病を持っておりまして、重度難

聴や、発達の緩やかさというところがあります。

一般的な子育てでももちろんですが、今回の出産

を通じて福祉の制度などを利用しておりまして、

ほかの人よりも利用する制度が多く、制度の申請

などをさせていただく中で、足立区にかなり助け

られているなと考える機会が多くありました。そ

のことをきっかけに今回、区民評価委員会に応募

させていただき、自分の僅かながらの経験を何か

知見として還元できればと思い、参加させていた

だいております。 

 子どもをまだ保育にうまく預けられず、会議に

同席したりとご迷惑をおかけすることもあるか

と思いますが、何とぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。よろしくお願いいたします。 

 では、最後の委員になります。眞野委員、よろ

しくお願いいたします。 

○眞野委員 皆様、初めましての方もいらっしゃ

いますけれども、眞野玲子と申します。よろしく

お願いいたします。 

 私は足立区在住 24 年目です。子どもが３人お

りまして、社会人と大学生と今度高１になった子

どもがいます。子育てをずっとやってきて、足立

区さんには本当にお世話になっています。多分こ

の中で一番かなと思われるのは、広報オタク、チ

ラシオタクでして、行政のチラシを見るのが大好

きで、今日も絶対たくさん持ち帰ると思うのです
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けれども、そういった広報物は、今ちょっと忙し

いのですけれども、子育てのときは本当に目を皿

のようにして見ていて、保育のついているものだ

ったり、たくさん参加させていただきました。 

 その中で、ＮＰＯをやらせていただいたり、今

は 10 年くらい前から「あおぞら作文教室」とい

う、書くことに特化した作文教室をやらせていた

だいています。実際に生徒と関わる中で、足立区

というよりは、社会全体の子育て―皆様のよう

な小さいお子さんというよりは、小学生、中学生、

高校生、あと大学生で一緒に働いていただいてい

る方たちもいますので、そこら辺の世代の教育と

いうか、生き方だったり、今、子どもの人権とか

いろいろなことが言われるようになっています

けれども、足立はすごくいい部分がたくさんある

と思っていて、それが知らされていない部分もあ

りますし、私がまだ不勉強で分からない部分もあ

りますので、皆様がおっしゃっていたように、昨

年ちゃんとしたお勉強ができていない感じが自

分の中でありまして、今年度ちゃんとまた行政の

皆様から教えていただいて、勉強していきたいと

思っています。よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） ありがとうございま

す。よろしくお願いいたします。 

 委員の皆様からも今年度いっぱい各分科会の

中でもいろいろなご意見を頂きたいと思ってお

りますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 では、続きまして、事務局の職員を紹介させて

いただきます。 

 まず、政策経営部長の勝田でございます。 

○事務局（政策経営部長） 政策経営部長の勝田

です。よろしくお願いします。 

 皆さんのお話をいろいろ聞いて、私も入区して

30 数年たちます。入区した頃の組織というのは

結構、組織の名前を見ただけでこの組織は何をや

っているか分かるような状況だったのですけれ

ども、今はかなり仕事が複雑化してきて、組織の

名前を見ただけでは、この係って何をやっている

係なのかなと分からないところも多々あると思

います。そういったところは、きちんと区民の方

に分かるように仕事の中身を説明するのも仕事

だと思っていますので、今回いろいろと評価を頂

いて、改善すべき点については、政策経営部だけ

ではなくて全庁で共有して改定していきたいと

考えておりますので、ぜひ忌憚のないご意見を頂

きたいと思います。 

 ぜひ１年間よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 私、政策経営課長の

伊東でございます。よろしくお願いいたします。 

 私は政策経営課長を拝命させていただきまし

て４年目になります。なので、区民評価委員会の

事務局として関わらせていただくのも４年目と

いう形になります。ただ、先ほどからお話に出て

いますとおり、昨年度、コロナが夏頃にかなり増

えたというところで、全庁でそこに注力しなけれ

ばならないというところで、大変じくじたる思い

だったのですけれども、昨年度は残念ながら中止

とさせていただきました。 

 ただ、今年は評価の形も少し工夫させていただ

きながら、皆さんにご負担をなるべくかけないよ

うな形で、なおかつ、評価をしていただく形も、

中身も質も高めていけるような形にしていきた

いなというふうに思っておりますので、今年度、

ご負担をかける場面も多々あるかと思いますけ

れども、１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、続きまして、財政課長の菊地でございま

す。 

○事務局（財政課長） 皆様、こんにちは。財政

課長の菊地でございます。 

 私はこの４月から財政課長に着任いたしまし

た。昨年度までは教育委員会の子ども家庭部の子

ども政策課長ということで子ども施策全般に関

わらせていただいておりました。皆様の中には子

ども関係で今ご紹介の中でいろいろお話を頂い

ていたところがありますので、かなり親近感を湧

かせていただいたところでございます。 
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 これまではどちらかというと子ども分野に特

化していろいろな政策立案等をさせていただい

ておりましたが、今回、財政課長ということで、

全庁的なところでの予算の効率化ですとか、有効

な活用というところにかなり視点を置かせてい

ただく必要があると思っております。委員の皆様

方の貴重なご意見を頂戴しながら、来年度予算の

編成に向けて尽力できればと思っておりますの

で、一緒に努力させていただきたいと思います。 

 １年間よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 続きまして、政策経

営課の芳賀でございます。 

○事務局（政策経営担当係長） 後ろから失礼い

たします。政策経営課の芳賀と申します。 

 今年度、区民評価委員会の主担当ということで

スタートいたしました。ここにいらっしゃる委員

の皆様の多くは評価活動をまだしたことがない

方がほとんどになりますので、私どももできるだ

け丁寧にご説明など心がけまして、先ほどお話に

もありましたが、たくさん資料をお送りしたりで

すとか、メールをお送りしたりということを既に

始めておりますけれども、ぜひ何かご不明な点な

どありましたら、お気軽にご連絡いただければと

思います。 

 皆様の評価活動がスムーズに進むようにサポ

ートさせていただきますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 続いて、政策経営課

の池田でございます。 

○事務局（政策経営担当係長） 区民評価委員会

のサブ担当となります池田と申します。後ろから

失礼いたします。 

 私ですけれども、実は民間のほうで不動産・建

設業界で 27 年ほど従事しておりました。不動産

の利活用ということで、もっと大きな仕事がした

いと思って、東京都に平成 31 年から入都して、

ご縁があって足立区さんのほうに去年から２年

間ということで派遣で来ております。 

 今年１年だけとはなってしまいますが、行政経

験は少ないですけれども、微力ながら全力で皆さ

んのサポートをさせていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 続いて、政策経営課、

澄川でございます。 

○事務局（政策経営課主査） 政策経営課の澄川

と申します。今年度は、まち分科会のほうを担当

させていただく予定です。 

 まだ異動してきたばかりでして、昨年度までは

教育指導課という、教育委員会に所属しておりま

した。まち分科会ということで、今まで経験した

ことのない分野ではあるのですが、精いっぱいや

らせていただこうと思っておりますので、皆様と

勉強しながらやっていきたいと思っています。丁

寧に進めていきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

○事務局（政策経営課長） 続いて、財政課の直

江でございます。 

○事務局（財政担当係長） 後ろから失礼します。

財政課の直江と申します。今年度、一般事務事業

評価の担当をさせていただきます。 

 財政課は３年目で、今年は福祉部の担当等をさ

せていただいています。皆さんの評価活動がスム

ーズに進むよう一生懸命頑張らせていただこう

と思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

○事務局（政策経営課長） 財政課、齊藤でござ

います。 

○事務局（財政担当係長） 財政課、齊藤と申し

ます。一般事務事業分科会を担当させていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営課長） 以上のメンバーで皆

様の審議が円滑に進むように全力でサポートさ

せていただきますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 それでは、ここからの議事進行は藤後会長にお

願いしたいと思います。藤後会長、よろしくお願

いいたします。 
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○藤後会長 進行させていただきます。 

 まずは、自己紹介、どうもありがとうございま

した。皆様方の思いであったり、ご経験を伺う中

で、正直わくわくしてくるといいますか、すばら

しい方々がお集まりになっているなと思ってお

ります。時間があればもっともっとお一人ずつゆ

っくりとお話を伺いたいのがカウンセラーとし

ての職業柄かもしれませんが、ぜひお力添えを頂

きながら頑張っていきたいと思っております。 

 それでは、会議次第に沿って会議を進めてまい

ります。ご意見、ご質問がある方は説明後に承り

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず、次第５の（１）の「足立区区民評価委員

会について」です。事務局より説明をお願いいた

します。 

○事務局（政策経営担当係長） 事務局、芳賀よ

りご説明させていただきます。 

 画面をまず共有させていただきますので、少々

お待ちくださいませ。 

 あと、樋口委員、本日ご予定があるということ

で、10 時半までということでお伺いしておりま

すので、切りのいいところでご退出いただいて構

いませんので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、資料２を画面に共有させていただき

ましたので、こちらとお手元の資料を見ましてご

説明させていただきたいと思います。 

 まずは「足立区の行政評価のねらい」というと

ころをお話しさせていただきます。新任の委員様

には既に事前説明会の中でこういったところを

ご説明しておりますが、改めてお話しいたします。 

 「足立区の行政評価のねらい」、これらの４点

になります。 

 まず１点目ですが、「区民に対する説明責任を

果たし、協働・協創の基礎をつくる」という点に

なります。 

 区として、自分たちがどのような活動をしてい

るのか、その結果がどのようになったか、またど

れほどのコストがかかったかなどを見える化し

まして、区民の方への説明責任を果たすことで、

区民の方々との信頼関係を築き、新たな協働・協

創関係をつくる基礎とするということを狙いと

しております。 

 区民評価委員会の評価活動では、事業の所管課

が委員の皆様にしっかり説明をさせていただき

ます。このコミュニケーションを通して区民の皆

様と信頼関係を築き、説明責任を果たしていくと

いうことを狙いとしております。 

 ２点目になります。「より一層、成果重視の区

政をめざし、重点プロジェクトを中心とした基本

計画の進行管理を行う」という点になります。 

 区では、どれだけ活動したかだけでなく、その

活動をしたことでどれだけの成果が上がったか

という視点で区政を運営しております。また、重

点プロジェクト事業と位置づけている事業を中

心に評価を実施することで、基本計画の進行管理

を行っております。 

 その過程の中で、区民評価委員の皆様から頂い

たご意見を、区政を推進するエンジンというふう

に位置づけまして、区民評価委員会を運営してお

ります。 

 ３点目は、「ＰＤＣＡのマネジメントサイクル

を確立し、戦略的な区政経営を行う」という点に

なります。行政評価は、評価すること自体が目的

ではありませんので、評価した結果をその後の予

算編成に反映させていくなどを通して戦略的な

区政運営を行っていくこととしています。 

 ４点目です。「職員の意識改革を進め、政策形

成能力を高めることにつながる」という点になり

ます。 

 区民評価委員会の評価活動の一環としまして、

委員の皆様と職員との間でヒアリングを行って

おります。例えばヒアリングの資料作成では、ど

のように説明をすれば委員の皆様に伝わるかな

どを意識しながら取り組んでいますし、一連の行

政評価に関する活動を通して、職員一人一人が、

区民の方々が今何を求めているのかですとか、現
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状のままでいいのかといったところを自らに問

いかけながら業務に向き合う機会となっていま

す。その積み重ねによって、政策の形成能力を高

めていくというところにつながっております。 

 次の資料になります。 

 先ほどもご説明しましたとおり、区の事業はＰ

ＤＣＡサイクルに基づいて行っております。計画

を立てて事業を実施するだけではなく、その後に

Check、必ず評価をしております。そして、評価

することによって課題や改善点が見えてくる。そ

の課題や改善点に基づいて、Action、次の事業の

改善につなげていっております。これをただ単純

に１周回すのではなくて、スパイラルアップさせ

ていって、事業改善につなげていき、よりよい事

業に高めていく、その先に最終目標である基本計

画・基本構想の実現につなげていくというのが足

立区の行政評価制度の仕組みとなっております。 

 こちらの図でお示ししていますとおり、足立区

では３段階の評価を実施しております。内部評価

として、事業の所管課は一次評価を行い、二次評

価として庁内評価、担当課以外の職員が評価を行

います。 

 多くの自治体が内部評価で終わっている中で、

足立区の特徴は、三次評価として外部評価を行っ

ているという点になります。 

 また、学識委員だけではなく、公募の一般の区

民の方の視点が入っているという点も足立区の

特色となっております。その目的としては、内部

評価だけだと、どうしてもチェックが甘くなって

しまったりとか、行政職員には見えない、また気

づけない部分がどうしてもございます。評価の客

観性を高めていくということと、区民目線を取り

入れた改善につなげていく、そして区民の方と対

話をしながら説明責任を果たしていくというと

ころを目的としまして足立区の区民評価委員会

を位置づけております。 

 私からの説明は以上となります。 

○藤後会長 ありがとうございました。 

 今の事務局の説明について何かご意見、ご質問

があれば、お願いいたします。―よろしいでし

ょうか。 

 それでは、続いて次第（２）、資料３になりま

す。区民評価委員会の年間スケジュールについて

です。事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） 続きまして、資

料３をご覧ください。こちらの資料は、区民評価

委員会の１年間のおおよそのスケジュールを示

したものになります。 

 ひと・くらし・まち分科会のスケジュールと一

般事務事業の分科会のスケジュールは多少時期

が異なりますが、それぞれ６月から７月にかけて

対象事業の所管課のヒアリングを行いまして、分

科会としての提言をまとめていきます。 

 これらを踏まえて会長が総括評価をまとめ、８

月 22 日の全体会で報告書案についてご確認を皆

様にしていただきます。その後、９月 12 日に会

長から区長へ答申を行う予定となっております。 

 評価結果は各部の事業の改善にもつなげてお

りまして、改善や見直しの検討は年度内に取り組

んでおります。２月頃には反映結果報告書という

ものを作成し、委員の皆様にお示しさせていただ

きます。また、次年度の予算編成にも生かされ、

評価結果を踏まえて各部は次年度の予算編成を

行っていきます。 

 そして、こちらには記載していないのですが、

９月～１０月頃に委員の皆様と区長との意見交

換会を開催させていただきたいと考えておりま

す。区長・副区長や区の部長級のコアメンバーと

今年度の評価活動の振り返りの機会を設けさせ

ていただきたいと思っております。日程について

は、こちらについてはまだ調整しているところな

ので、分かり次第、皆様にご連絡させていただき

ます。 

 なお、各分科会のスケジュールにつきましては、

全体会が終わった後に各分科会に分かれて委員

の皆様と確認させていただきたいと思っており
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ます。 

 また、詳しい評価の方法については、今年度も

事前研修を行いまして、ご説明させていただきた

く思っております。 

 以上です。 

○藤後会長 ありがとうございました。 

 今の事務局の説明について何かご意見、ご質問

があれば、よろしくお願いいたします。―よろ

しいでしょうか。 

 実は、これも反映結果かなと思っているのです。

昨年度、文字だけでのスケジュール説明だったと

思うのですけれども、見づらいというようなご意

見を頂いて、多分それを反映してくださって、と

ても見やすくなったかなと思っております。 

 ありがとうございます。 

 なお、答申に当たっては、事務局の説明のとお

り、第２回全体会で、各委員から頂いた意見を基

に私と事務局で区民評価委員会活動報告書をま

とめる形で一任していただければと思います。 

 では、続いて、次第５の（３）は資料４です。

「行政評価制度のさらなる推進について」です。

事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） 引き続きご説明

させていただきます。資料４をご覧ください。 

 昨年度、新型コロナウイルスの感染拡大により

まして、全庁を挙げて保健所応援体制を構築する

必要が生じまして、区民評価委員会が発足以来初

めて中止ということになりました。 

 昨年度、コロナ対応が落ち着いた後に、区では

今後の行政評価制度をどのように進めていくか、

区長にも相談を重ねながら検討してまいりまし

た。 

 主な検討の柱は、こちらの資料に記載した２点

ということになります。１つは「重点プロジェク

ト事業の見直し」、そして「区民評価・庁内評価

の充実」ということになります。 

 まず、重点プロジェクト事業、令和４年度は 45

事業ございました。その内容は多岐にわたってお

りまして、まず検討の際には「重点プロジェクト

事業とは何か」という原点に立ち返り、言葉にし

て、図にして整理いたしました。また、一つの重

点プロジェクト事業の規模がそろっていない、大

きな事業もあれば、小さな粒の事業があるという

ところも課題としてありましたので、これは５年

度の実施、６年度の評価に向けて見直しを行って

いるところでございます。 

 また、２つ目の柱の「区民評価」につきまして

は、評価にかけられる時間的な余裕が少ない点、

そして昨年度は中止という状況になりましたが、

安定的に評価活動を継続していくためにどのよ

うな方策を取っていくかということについても

検討を行っておりますので、これらについてこれ

からご説明させていただきたいと思います。 

 次のページをお開きください。まず、重点プロ

ジェクト事業の定義についてご説明いたします。 

 重点プロジェクト事業は、基本構想にも記載さ

れていますが、「基本計画の施策の中で特に重要

かつ喫緊の課題」と定義されています。 

 もともと重点プロジェクト事業は、主にボトル

ネック的課題の解決、治安・学力・健康・貧困の

連鎖の解消を図りまして、重点プロジェクト事業

が始まりました。 

 しかし、現在のラインナップを見てみますと、

必ずしもそれだけではない性質の事業も多くあ

りましたので、これらを３つの軸で整理してみた

のがこちらの図になります。ボトルネック事業の

ほか、もう一つは、生命を守る・災害対策・交通

などのライフラインで構成される、区民の命と財

産を守る事業、こちらを「ライフライン事業」と

いうふうに名づけました。 

 もう一つ、区民の意識と行動の変容だったり、

職員力の向上、区の魅力向上といったテーマで構

成される、社会資源を生かし、区の魅力や区民の

生活の質を高める事業、これを「ポテンシャル事

業」というふうに名づけまして、この３つの軸で

整理いたしました。 
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 次のページをご確認ください。これらの重点プ

ロジェクト事業を、基本構想の４つの視点、「ひ

と」「くらし」「まち」「行財政」のそれぞれに

おいてどのような位置づけになっているのかと

いうのを表したのが、これからお示しする資料に

なります。 

 まず、「ひと」の視点で各事業を整理していき

ますと、このようになりました。 

 ひと分科会については、ひとといっても、どち

らかというと子どもの施策に寄っている部分が

もともとございます。ここをどこかピンポイント

な時期に当てるよりも、妊娠から自立期まで横の

軸で、切れ目なくいろいろな事業をやっていて、

それらがつながっているということを表してみ

たのがこちらの図になります。「子どもの育ちの

支援」というキーワードが浮かび上がってきてい

ますので、その中でもキーになるようなものを重

点的に評価していただくという仕組みとしたい

と考えております。 

 次のページにいきます。次に「くらし」の視点

になります。 

 こちらは、「ひと」の視点のときのような時系

列での整理がちょっと難しかったということは

ございますが、このラインナップを眺めていくと、

キーワードとしては、暮らしの質を高めるような

事業、地域でいつまでも暮らしやすい事業、健康

寿命を延ばす事業に分かれていくことが見えて

きました。その中でも「持続可能なくらし」とい

うテーマに焦点を当てていきたいと考えており

ます。 

 次のページに移ります。次が「まち」の視点に

なります。 

 「まち」の視点で各事業を見ていきますと、災

害に強いまちづくり、地域の個性を守る、まちの

活力を生み出すの３つのテーマが浮かび上がっ

てきましたので、その中でも、震災対策、燃えに

くい、揺れに強い建物の促進、そういった事業の

ところを重点的に評価していくテーマというこ

とで設定しております。 

 次のページになります。最後に「行財政」の視

点です。 

 これは、区民評価の中では、ひと・くらし・ま

ちの近しい分科会に分けている事業になります。

これらを大きく分けてみると、地域との協働・協

創の促進、庁内の組織力、この２つのテーマに分

かれました。この中でも特に区そのものの組織力

を高めるくくり、そのキーになる事業について見

ていただければと考えております。 

 これらの整理を踏まえて、次のページ、２つ目

の柱についてのご説明をさせていただきます。 

 先ほどまでのご説明の中で、区民評価ではこう

したテーマを重点的にご評価いただきたいとい

うお話を何度かさせていただきました。これまで

は、重点プロジェクト事業にラインナップされて

いる事業全てを区民評価で評価していただいて

おりましたが、今年度は試行的に、その運用を変

更して実施させていただきたいと思っておりま

す。 

 これまでは、１事業のヒアリング時間はおおむ

ね 25 分間と設定しておりました。内訳としまし

ては、プレゼンテーション５分、質疑応答 20 分

ということで行っていました。しかし、所管課の

側にとっては、５分で事業の内容や成果を全て伝

え切れないというような声も実は上がっており

ました。 

 また、評価の事業数が多い分、評価作業の日数

も確保しなければならないということになるた

め、昨年度のコロナ禍のような状況では日程の変

更が困難だったという事情も正直なところござ

いました。 

 そこで、今後は、ヒアリング時間を拡大し、１

事業を深掘りしていくということを試行的に行

っていきたいと考えております。所管課のプレゼ

ンテーションは 10 分とし、質疑応答の時間も十

分に確保していきたいと考えています。このこと

で、例えば、より具体的なエピソードを引き出せ
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たりとか、実はこういうことが大変なんだ、こう

いうことに苦労しているんだみたいな現場の声

も引き出していけるのではないかと期待してお

ります。さらに、ヒアリング後の委員の皆様同士

の振り返りですとか、その場での記録を残す時間

も確保することで、別の日に少し時間を空けて評

価作業の日程を設定しますが、その際にも、より

スムーズに評価作業を進めていけるのではない

かと考えております。 

 最後のページになります。 

 このような運用を全ての事業に行っていくと

すると、評価にかける時間・日数が非常に多くな

ってしまいますので、区民評価の対象事業数を少

なくする、選定していくというような運用を試行

させていただきたいと思っております。 

 これまでは１分科会当たり 15 事業程度を評価

していました。今年度は１分科会当たり６～７事

業を評価していただきたいと考えております。 

 区民評価の対象とする事業の選定基準は、こち

らに記載の２点ということで選定しました。 

 １つは、足立区基本計画、行財政運営方針、予

算のあらましなどで、区が特に注力することとし

ている事業、そして、事務や予算の執行において

課題や改善すべき事項がより明確な事業という

ことで選定いたしております。 

 こうした基準で、今年度事業を実施して、６年

度に評価を受ける事業を実は既に選定している

のですが、６年度から本格的にこの運用をする前

に、今年度は、これにつながる事業について評価

を深掘りして、ご評価いただければと考えており

ます。 

 この試行実施については、ぜひ評価活動が終わ

った後にご意見をお寄せいただければと考えて

おります。 

 私からは以上です。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 今の事務局の説明について何かご意見、ご質問

があれば、お願いいたします。 

○北村委員 今話していただいたように、１つの

分科会で 15 から６～７になるというのは、メリ

ハリをつけるという意味では非常にいいことか

なと思っています。ただ、その場合、６～７の事

業が固定化されてしまうと、また来年も同じよう

なものが同じような形で並んでいって、３年もす

ると全く同じことをずっとやることになりかね

ないので、来年への持ち越しというか入れ替わり

ということに対して何か考え方があるのでしょ

うか。 

○事務局（政策経営担当係長） ご説明させてい

ただきます。 

 先ほどご説明いたしましたとおり、重点プロジ

ェクト事業、そのとき区にとって、言葉がちょっ

と難しいのですが、旬の事業というところで選定

させていただきまして、区民評価の中でご評価い

ただきたいと考えておりますので、各年度で注力

して取り組む事業ということがラインナップと

してなるかと考えております。 

 ですので、ずっと６～７事業が固定化するとい

うよりは、例えば今年度評価した事業が次年度は

評価対象にならなくて、またそのときの注力すべ

き事業と入れ替えるというようなことは起こり

得るかと思います。 

○北村委員 それは事前のプログラムというか、

評価の考え方みたいなものはあるのですか。先ほ

どおっしゃいましたように、例えば今年やったも

のは、来年は持ち越さないよというのは一つの選

択肢ですけれども、内容から言うと結構似たよう

なものが毎年来ちゃう可能性があるんじゃない

かなという気がするのですけれども、あらかじめ

絞り込むのであれば、翌年にはそれを持っていか

ないような事務局の考え方みたいなものがない

と、ずるずる同じように行っちゃうんじゃないか

なという気がするのですけれども。 

○事務局（政策経営担当係長） 先ほどのご説明

のとおり、基本計画や行財政運営方針、予算のあ

らましなどで入替えは想定しております。 
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 一つ新たな試みとして考えていますのは、今年

度の評価の結果、次年度も継続してこの事業は区

民の方々に見ていただく必要があるかどうかと

いうところについても、委員の皆様からご意見を

伺いまして、次年度のラインナップに反映させて

いくというような仕組みも取り入れていくとい

うことも今検討しております。 

○事務局（財政担当係長） この件について１点

だけ事務局から補足をさせていただきます。 

 今、芳賀から説明させていただいている内容は、

主に今画面に投影されている真ん中辺り、重点プ

ロジェクト事業の３分科会のお話が中心になっ

てございました。そちらの下に書いてある一般事

務事業ですが、こちらはもともと財政課が指定し

た 15 事業というもので運営しておりまして、こ

ちらについては、毎年課題があるものとか、先ほ

ど芳賀からも話があった、区の中心的な事業をロ

ーリングで選んできたというような実績がござ

います。その毎年変わるというようなことが前提

になっておりますので、一般事務事業については

そのスタイルで、毎年変えていくということを継

続させていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

○金子委員 数多く事業がある中で限定して事

業評価を行うということは、簡略化される部分も

あるのですけれども、その中で見落とされる事業

もあると思うのです。 

 この事業の選定の仕方というのは、あくまでも

行政側の視点に立った選択だと思うのです。その

中の一部は、評価委員から意見を頂いて、その中

から選ぶということも試みとしてやっていきま

すということだったのですけれども、行政側の視

点と区民の視点というのは明らかに違うと思い

ますので、区民として足立区で生活している中で、

何が問題なのか、どこを補強していただきたいの

か、どこに区政として力を入れていただきたいか

というのは、行政よりもむしろ区民の視点に立っ

た評価委員とか、いろいろな団体の方たちのほう

が的確に捉えているんじゃないかなと思うので

す。 

 それで、事業の選定の仕方。選定を誰がするの

か。行政側がするのか、区民も入れてするのかと

いうのはすごく重大な案件になるんじゃないか

なと思うのです。ですから、スタート地点を間違

っちゃうと、何のための評価なのか分からなくな

るので、スタート地点を明確にしていただきたい

かなと。誰のための区民評価なのか。区民のため

の区民評価ですよね。それを私たちが代理でやっ

ているわけなので、そこを行政側の視点で見ると

いうのは、ちょっと違和感があるのかなという思

いがあります。 

 全て区民が選ぶということはないと思います

けれども、行政側から見たときの問題点というの

もあると思うのですけれども、ただ、そこが主流

になってしまうと、何のための区民評価なのかな

という主眼点からそれるんじゃないかなという

懸念があるのですけれども、そこはいかがでしょ

う。 

○事務局（政策経営課長） 政策経営課長です。

ご意見ありがとうございます。 

 実は２年前―昨年度は中止だったのですけ

れども、その前、コロナがはやり始めのときも、

実は多くの事業から、それだけの時間が割けなく

なってしまって、絞り込んだのです。そのときは、

学識の先生と、区側は評価してもらいたい事業は

これです、じゃあこれは追加しましょうとか、こ

れは除きましょうみたいなやり取りをさせてい

ただきました。 

 今回は、すみません、私たちのほうで、来年度

も見越して、引き続きというところで選ばせてい

ただいたのですけれども、今年は試行なので、来

年度、これは卒業、じゃあ次に入れるとしたらこ

ういう事業がいいんじゃないかというところも

ご意見を頂きながら進めていきたいと思ってい

るので、今年度は、すみません、選定させていた
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だきましたけれども、選定に当たっては委員の皆

様のご意見も伺いながら、もちろん区側の考えも

ありますけれども、そんな形で進めさせていただ

ければなと思っています。 

○藤後会長 ありがとうございます。すごく重要

な視点ですので。 

 ほかに。 

○鈴木（英）委員 私、今年度の執り進めの全体

がまだのみ込めていないのですけれども、去年は、

令和３年度の結果を踏まえて事前質問なり評価

なりするということでしたよね。たしかコロナで

中止になって、その後もまとめみたいな膨大な資

料が来ましたよね。あれは庁内評価の結果ですか。

それは、私、全部目を通したのですが、率直に言

って令和３年度とあまり代わり映えしないのか

なという膨大な書類でしたよね。 

 だとすると、私、去年、例えば令和３年度の活

動結果を踏まえて事前質問なんかをいっぱいし

たんです。今年、スケジュールにも事前質問とか

ありますけれども、あまり令和４年度の活動内容

が代わり映えしないのならば、もう事前質問で質

問すること、私、ないんですよね。その辺どうい

うふうにやっていったらいいんですか。ちょっと

のみ込めていないんですけれども。私の事前質問

に対する回答も頂戴していますし、それに私も納

得はしていないですけれども、理解はしています

し。だとすると、何をするのかなと、よく見えな

いんですが、簡単にご説明いただけますか。 

○事務局（政策経営担当係長） ご説明させてい

ただきます。 

 例年どおり、評価活動に入る前に事前質問のや

り取りはさせていただく予定になっております。

確かに昨年度の事業の結果と今年度とで大きく

何か動いて変化がある事業もあれば、そうでない

事業もございますので、質問の内容が代わり映え

しないという、事業についても質問の内容が変わ

らないじゃないかというところも確かにあるか

と思いますが、また、事前質問については、各分

科会で質問の内容と回答については委員皆様に

共有していただくことになりますので、今年度の

委員のメンバーの皆様と質問を共有して、ヒアリ

ングに臨むに当たっての事前のプラスアルファ

の知識を共通に持っていただいてヒアリングに

臨んでいただくという趣旨がございますので、も

しかしたら同じ内容じゃないかということもあ

るかと思うのですけれども、ご了承いただきたい

なと考えております。 

○鈴木（英）委員 細かい話で恐縮ですが、だと

すると、令和４年度の区役所の活動結果を踏まえ

ての事前質問は、もう去年私はやっちゃいました、

それ以上ありませんという場合は特に要らない、

こういう理解でよろしいですか。 

○事務局（政策経営担当係長） 去年の分科会の

皆様とメンバーが違うので、共有する必要がある

ような事前の知識というところでは、また重ねて

ご質問していただいたほうが、委員の皆様に同じ

内容を共有していただくことになりますので、お

手間は取らせてしまうのですけれども、またご質

問を寄せていただければと思っております。 

○鈴木（英）委員 それは去年の記録があるじゃ

ない。 

○事務局（政策経営担当係長） 必要に応じて、

昨年度の質問はこのような質問があって、このよ

うに回答しましたというところも事務局からご

提供させていただくことは可能でございます。 

○鈴木（英）委員 了解しました。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 ほかにございますでしょうか。 

○石井委員 石井です。資料について教えていた

だきたいのですけれども、重点プロジェクト事業

の見直しということで、定義の見直し、構成事業

の見直しというふうにご説明いただいたのです

が、この資料に書かれている定義ですとか構成事

業というのは、現在これです、これから変えよう

と思っていますということなのか、これが変更後

なのか、そこがはっきり分からなかったので教え
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てください。 

○事務局（政策経営担当係長） これまでの定義

が、記載のとおり、「基本計画の施策の中で特に

重要かつ喫緊の課題」という一文で対外的に説明

していたところが多かったので、その中身につい

て、どのように区民評価委員の皆様に図でお示し

できるかというところで、より分かりやすく事業

のつながりなどを説明するために整理したもの

ではございます。 

 したがいまして、大きく定義の内容が変わると

いうことではなく、そこを深く見える化させてい

ただいたというところでの図のご説明というこ

とになっておりますので、必要に応じて、対外的

なところでもご説明の機会があれば、こういった

ところを説明していきたいと思っております。 

○事務局（政策経営課長） 少しだけ補足させて

いただくと、考え方は特に変わってはいないので

す。よりかみ砕いて言うとこういう形ですので、

この考えに基づいて、私たち、重点プロジェクト

という事業を設定していますというような考え

方の整理を示させていただいたというところで

ございます。 

○石井委員 ありがとうございます。そうすると、

資料４の冒頭にある「見直し」というのは行うの

か行わないのかというと、どう考えればいいでし

ょうか。 

○事務局（政策経営課長） 表現としてはあまり

正しくないかもしれません。見直しというより、

よりかみ砕いて分かりやすくした。私たちもしっ

かりと整理し切れていない部分があったという

ところで、整理し直させていただいたというよう

な形です。 

○石井委員 ありがとうございます。では、再整

理みたいなことで考えればいいんですかね。 

○事務局（政策経営課長） おっしゃるとおりで

す。 

○石井委員 ありがとうございます。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○中村委員 確認なのですけれども、１分科会当

たり昨年が 15 事業で、今年度は６～７なのです

けれども、そのうち去年と重複するものは入って

いるのでしょうか。 

○事務局（政策経営担当係長） 重点プロジェク

ト事業全 45 事業については、昨年度とラインナ

ップは変わっていないので、昨年度、全 45事業、

区民評価するはずだった事業のうち、１分科会当

たり６～７事業に分かれて、全部で 19 事業にな

りますが、そちらをご評価いただくということで

考えております。 

○中村委員 そうすると、鈴木さんがおっしゃっ

ていたように、昨年度質問をして、それの回答が

出ているわけですよね。そうすると、我々は過去

の履歴を見たいので、時系列的に、昨年はこうい

う意見があって、こういう回答をしましたよとい

うのを見たいですよね。で、今年度、その意見に

対して行政がどういうふうにやっているのかと

いうことも見てみたいなと思うのですけれども、

その辺の資料の作成方法とか準備は大丈夫なの

ですか。 

○事務局（政策経営担当係長） 昨年度、確かに

委員の皆様にたくさん読み込んでいただいて、ご

質問までお寄せいただいたところでございます

ので、そちらの事前質問の内容と回答については

共有させていただきたいと思います。 

○中村委員 分かりました。ありがとうございま

した。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

○大口副会長 大口です。ありがとうございます。 

 今の皆さんの議論を聞いていて、この２～３年

間、コロナのこともあって、やり方とか、対面で

できない時期もあったりとかという形で、ウェブ

でやったりとかという大きな変化があって、今回、

内容についての変更という形の大きなものも出

てきている中で、今までの区民評価でしたら、経

年比較といった形で、数字で比較することが、い
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わゆる実績、数字とかで出てきたわけですけれど

も、なかなかそれが難しい状況ですね。コロナで

事業自体が止まってしまったとか、なかなか読み

づらいものも出てきたということで、これをどう

いうふうにするのかというのがなかなかこれか

らの難しさかなというのが今までの議論でもあ

りました。 

 ただ、先ほど、事前質問とかという話もありま

したが、私たち区民評価の区民側のほうでいろい

ろと質問したり、当日もたくさんの質問があった

り、これは形になかなか難しいわけですけれども、

それをまとめたものがこの冊子ではあるのです

が、過去の事前質問とかそういったものを参照し

ながら、過去の人たちがやってきたこととかを見

ながら今年の状況も確認して、新たな質問を考え

たり、同じものは同じものという形で引き継ぐよ

うな形でやっていくというのも、数字だけじゃな

くて、過去の人たちの歴史を引き継ぎながらやっ

ていくという意味ではすごく重要なのかなと、議

論を聞いていて思うところが１点あります。 

 もう一つは、区民評価の対象とする事業という

ことで今回６～７事業がフォーカスされている

わけですけれども、重点プロジェクト事業として

は 45 あるというところがあり、多分現在の考え

方として、いわば区民評価の対象にならなかった

事業も、実際は二次評価までは実施されているわ

けで、その結果についてもそれぞれの分科会で

―もちろん区民評価みたいな感じで、対面で会

ったり、そういうことはないわけですけれども、

やらなかったものについてもちゃんと確認して

みたりとか、どうなのかということとかを確認す

る。もしかしたら、次年度それを区民評価という

形でやるかもしれないので、というような機会と

かも考えていたりするかどうか確認させてくだ

さい。 

○事務局（政策経営担当係長） ありがとうござ

います。おっしゃるとおり、重点プロジェクト事

業、45事業ございますので、区民評価の対象でな

い事業につきましては庁内評価を実施するとい

うことで、全事業については庁内評価を実施いた

します。ですので、庁内評価の結果につきまして

も皆様に見ていただきまして、庁内での各事業の

視点というのはどうだったかとか、次年度の評価

の事業をどう選んでいくかというところのご意

見も頂戴できればと思っております。 

○大口副会長 ありがとうございます。となると、

今配られている黄色い冊子が、実質的には昨年度

できなかった部分があって、どのページを開いて

も左下に「中止としました」というのがでかくぼ

んと出ているわけですけれども、これ以外のもの

のデータとか、そういったものが出てくるという

理解で。要するに、点数等も二次評価まで出てく

るわけだと思うので、それを踏まえながら、次年

度どうするかということをまた皆さんと議論し

たりすることもあり得るということですかね。 

○事務局（政策経営担当係長） おっしゃるとお

りでございます。 

○大口副会長 ありがとうございます。 

○事務局（政策経営課長） １点補足させてくだ

さい。 

 調書の形は異なります。二次評価までやってい

るのですけれども、施策評価という―言い方は

別になってしまうのですけれども―形で区の

あらゆる事業について内部評価をやっているも

のがございますので、お示しするとしたら、施策

評価をお示しするような形になるのかと思いま

す。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 ほかにご意見はございますでしょうか。 

○大手委員 大手です。 

 意見というよりはご提案となります。私はこの

１年のスケジュールを見てびっくりしたことが

１つあり、「このスピード感で本当にいいの？」

ということです。 

 もう少しスピード性を重視する形で、私たちが

この６月～７月にかけて区民評価委員会で評価



21 

 

させていただいた内容が翌年度に反映されるの

ではなく、せめて年度内に何らか反映できるよう

なスキームとなるよう検討をいただいた方が良

いと考えますがいかがでしょうか。 

○藤後会長 ありがとうございます。何か事務局

でコメント等ございますでしょうか。 

○事務局（政策経営課長） ご提案ありがとうご

ざいます。スピード感というところは非常に大事

な話かと私たちも思います。 

 確かに予算のところで言うとこういうスケジ

ュール感になってしまう部分は正直ございます

が、評価活動自体は、事前質問も含めると６月頃

からご意見を頂いて、実際にヒアリングは６月末

～７月頃。そこで直に事業課に委員の皆様からご

意見を頂くということになるので、テキストベー

スでのお答えというのはちょっと先になるかも

しれないのですけれども、その時点で直接ご意見

を頂いているので、事業の仕組み、やり方という

のは実は随時見直しをしている部分がございま

す。本当に必要性が高いものであれば、場合によ

っては補正予算ということもあり得るというと

ころもございますので、このスケジュール感で、

まず６月末～７月のところでお気づきの点を忌

憚なくご意見を寄せていただければと思います。 

○藤後会長 ありがとうございます。ということ

は、事前質問ではやはり重要で、そこでそれなり

に反映されているという理解でよろしいですか

ね。 

○事務局（政策経営課長） そうですね。事前質

問を頂き、実際にヒアリングのところでもっと深

くご意見を頂く形になりますので、そこで、お金

を使ってまで変えるか、やり方の工夫でやるのか。

やり方の工夫のほうが実は多いのですけれども、

そのような形で対応しているのが現状でござい

ます。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 ほかに。 

○鈴木（英）委員 念のための確認ですが、令和

４年は、コロナだけれども、庁内二次評価はやっ

たんですね？ 

○事務局（政策経営担当係長） はい、やりまし

た。 

○鈴木（英）委員 その結果がこれですね？ 

○事務局（政策経営担当係長） はい、そうです。 

○鈴木（英）委員 分かりました。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

○大口副会長 今の大手委員のご意見は本当に

重要だなと思って、次年度予算に編成となってし

まっていますけれども、今、事務局から話があっ

たとおり、確かに、実際に区民評価をやっていて

思うのは、事前質問があり、回答があり、当日本

番でいろいろと話を聞く中で、５～６月、つまり

今年度こういうふうにしていますとか、昨年度は

こうだけれども、今年度こうやっていて、見通し

はこうですみたいな話があったりして、その説明

を聞いた上で私たちからも意見を言ったりして、

あとはこちらから提案みたいなことをしたりす

るということが実際のヒアリングとかではあっ

たりして、それが次年度の予算というよりは、今

年度の下半期とかにどう反映させますとか、今年

度に出す予算の中にどういうふうに影響させま

すというようなやり取りとかというのも実際に

は発生したような部分もあるのかなと。 

 そういった意味で言えば、図ではきれいに描く

とこうなってしまうのですけれども、ヒアリング

とか評価活動を通じて各担当部署に影響を及ぼ

しているというところは、やっていた中であった

なというところで。ただ、それをちゃんと示して

おくことも大事なのかなということを図の中で

思ったりしました。すごく大事な意見かなと思い

ました。 

○藤後会長 ありがとうございます。確かに図で

示しておくのは大切ですね。実際動いていますの

で、そこを分かりやすいように、次年度への反映

及び現時点での反映というような形で何かお示

しいただけるとありがたいです。 
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 ありがとうございます。ほかにご質問等ござい

ますか。 

○眞野委員 質問というより提案というか。次年

度になるかもしれないのですけれども、45 事業

の中からもともと 15 事業に絞る、それが６～７

になるということなのですけれども、本年度の委

員の方のお話をお伺いしていると、すごくきちん

と既に行政のことを勉強されていて、こういった

事業に関して評価をしたいというものがおあり

になるなと感じまして、私も、自分が気になる事

業が 15 から６～７に絞られたときに残っている

のかなというのは一番に不安というか、もったい

ないなという言い方が正しいと思うのですけれ

ども、選ぶ段階でとか、例えばですけれども、希

望を、ある程度の名前だったり、昨年度の資料を

少し早くお送りいただいて、これに関して興味が

ありますとか、第１希望、第２希望、第３希望み

たいな形でそういったものを出させていただい

て、より深く取り組めるようにしていったらいい

んじゃないかなと思いました。 

○藤後会長 貴重なご意見、ありがとうございま

す。 

○事務局（政策経営担当係長） 眞野委員、あり

がとうございます。 

 次年度以降の評価対象につきましては、先ほど

から委員の皆様からいろいろなご意見を頂いて

いますので、区民の視点としてはこういった事業

をもっと深掘りしていきたいとか、もしかしたら

区で考えているラインナップと違うものもある

かと思いますので、そちらについては、今年度評

価が終わった後に、皆様の意見を反映できるよう

な仕組みを検討してまいりたいと思います。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 ほかにご意見、ご提案はございますでしょうか。

よろしいですかね。 

 何せ初めての試みですので、いろいろやりなが

らお気づきの点が出てくると思いますので、それ

をしっかりその都度、その都度コメントいただけ

ればと思いますし、次年度に生かしていきたいと

思います。ただ、少なくともヒアリング時間が 60

分になったというのは、ある意味大きなメリット

でもありますので、直接お話しいただいて、例え

ば事前質問の答えに納得していない部分をもっ

と深くお聞きすることもできますので、ぜひやっ

てみていただきながら、また次の年に生かしてい

ければと思っております。 

 では、続いて次第５の（４）、「分科会の構成

及び各分科会評価事業について」です。今年度の

評価活動を進めるに当たりまして、分科会の設置

と構成委員を決めていきたいと思います。事務局

より説明をお願いします。 

○事務局（政策経営担当係長） 私よりご説明さ

せていただきます。資料５の図をご覧いただけれ

ばと思います。 

 足立区では、基本構想で、「協創力でつくる 活

力あふれ 進化し続ける ひと・まち 足立」の

実現のため、「ひと」「くらし」「まち」「行財

政」、この４つの視点で基本的な方向性を整理し

ております。 

 視線を下に落としていただきますと、基本構想

の下に基本計画がございます。重点プロジェクト

事業はその中に位置づけられております。重点プ

ロジェクト事業につきましても、先ほどの４つの

視点、「ひと」「くらし」「まち」「行財政」で

事業を整理しております。この４つの視点のうち、

「行財政」につきましては、「ひと」「くらし」

「まち」の近しい内容で各分科会に分けていると

いうことになります。 

 基本計画の一番下のところに事務事業という

ところがございます。足立区が実施する全ての事

務事業を合わせると約 650に及びますが、これら

のうちの一部、課題のある事業を抽出し、一般事

務事業見直し分科会ということでご評価いただ

くこととしております。 

 先ほどご説明しましたとおり、各分科会で評価

していただく事業は６～７事業といたしました。
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一般事務事業につきましては、決算後に事業を抽

出するという流れになりますので、現時点ではお

おむね７事業程度ということでお示ししており

ます。 

 続きまして、資料６をご覧ください。資料６は、

ひと・くらし・まち分科会のそれぞれに位置づけ

られている重点プロジェクト事業のラインナッ

プになっております。このうち、区民評価の欄に

「○」印がついているものが、今年度、区民評価

対象事業ということでお示しいたしております

ので、ご確認をお願いいたします。 

 続きまして、資料７をご覧ください。資料７は、

今年度の足立区区民評価委員会の分科会の名簿

の案となっております。委員の皆様にどの分科会

でご評価いただくか、事前に皆様にご希望を伺っ

たりですとか、バランス等を考慮しまして、この

ような形で分科会の構成をさせていただいてお

りますので、ご確認のほどよろしくお願いします。 

 私からは以上となります。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 先ほど事務局から説明がありましたとおり、分

科会につきましては、４つの分科会に分かれて活

動してまいります。 

 学識委員は分科会の割当てをさせていただい

ておりますので、資料のとおりご了解いただけれ

ばと思います。 

 区民委員の皆様の構成ですが、この案は、事前

に皆様にご関心のある分野をお聞きした結果、分

科会の目的や委員の皆様のご経験等のバランス

を考慮して、事務局が作成したものです。 

 この案に基づきましてメンバー構成を決定し

ていきたいと思いますけれども、いかがでしょう

か。メンバーにつきましてはよろしいでしょうか。 

 それでは、分科会の構成については、資料のと

おり決定いたします。 

 では、次に、次第５の（５）に移ります。資料

８です。「会議の傍聴等について」ですが、具体

的には分科会の公開について皆様にお諮りいた

します。 

 資料８の足立区区民評価委員会条例施行規則

第４条の規定に基づき、本全体会及び分科会は公

開が原則となっております。 

 ただし、分科会につきましては、所管とのヒア

リング以外は、自由な討議に支障が生じるおそれ

があるという判断から、昨年度まで非公開にして

おりました。今年度の分科会につきましても同様

の取扱いということでよろしいでしょうか。まず、

この点についていかがでしょうか。 

 基本は公開ですけれども、分科会につきまして

は非公開で進めさせていただきます。 

 また、傍聴人は、規定上 10 名まで会議室への

入室が可能なのですが、昨年度に引き続き、会議

室内の３密を避ける対策の一環として、会議室の

広さや収容定員数を勘案し、事務局との協議の上

決定していきたいと思っております。以上につき

ましてもよろしいですかね。 

 では、そのようにさせていただきたいと思いま

す。 

 続いて、次第５の（６）です。区民評価委員会

の表彰制度について、事務局から説明をお願いい

たします。 

○事務局（政策経営担当係長） 資料９をご覧く

ださい。区民評価委員会の表彰制度についてです。 

 表彰制度につきましては、平成 29 年度から区

民評価委員会からのご提案を受けて実施を継続

しております。 

 表彰制度の目的ですが、「各プロジェクトの更

なる推進と評価事業の円滑化、協創をサポートす

るための「職員力」を高めること」ということで、

その視点は、評価活動に対する所管課の参加度・

理解度という観点から、評価活動への貢献度の最

も高かった事業を各分科会で選定していただい

ているというものになります。 

 昨年度、区民評価委員会、実施がなかったので、

ご参考までに、令和３年度に分科会ごとに選定し

ていただいた事業を掲載しております。 
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 この表彰制度につきましては、区民評価委員会

からのご提案で始まったものでもありますので、

今年度、こうした制度を継続していくかというと

ころにつきましてご意見を伺いたいと考えてお

りますが、会長のほうからもご意見を頂戴できれ

ばと思います。 

○藤後会長 ありがとうございます。 

 区民評価委員会の表彰制度について少し補足

させていただきたいと思います。 

 区民評価委員会からのご提案としてこの制度

が始まったのです。その経緯としましては、評価

活動の中で、すごく一生懸命事業を展開してくれ

ているにもかかわらず、例えば教育分野や福祉分

野というのはなかなか数値で表れにくい部分も

あります。そうなってくると、点数としてではど

うしても成果が見られないというような形で、少

し低めについてしまうケースも多々あったので

す。 

 ですが、対面での評価活動の中では本当に熱意

ある評価をしてくださっているのは重々こちら

も分かりますし、一方で、伝え方であったり、自

分たちの事業の意義というのを皆さんに伝える

技術というのも大切になってくるのです。その際、

対面での評価のときにいろいろなご準備、例えば

分かりやすいような資料を作ってくださったり

というようなこともございましたので、その熱意

を何か形として私たちも伝えることができない

のかという思いがありました。 

 また、評価そのものもコミュニケーションで、

お互い一緒につくり上げていきましょうという

視点ですので、その私たちの気持ちを受け取りな

がら、しっかりと評価に加わってくださっている、

そこのモチベーションを高めるためにも、表彰活

動というのはいいのではないかという話が出て

きた次第です。 

 実際に現場の方々と少しお話しする機会があ

ったのですけれども、こういう表彰ってどうかし

らと、私たちもちょっと心配ではあったのですが、

思った以上に喜んでくださっておりまして、表彰

されたことで自分たちのやっている意義が認め

られて、次の意欲というか、やりがいにつながり

ましたというような声も頂いておりますので、私

としましては、この表彰制度をぜひ続けていきた

いとは思っております。 

 以上でございます。 

 皆様方のご意見は特にございますでしょうか。 

○大口副会長 私も表彰制度というものを実際

に過去に経験してみて感じるところ、今、会長か

らお話があったこと、まさにというところで、実

際に話を聞いてみて評価をしてみたりすると、そ

うか、こういうところで表彰制度が必要になるん

だなというところを感じる場面が一連の過程の

中で出てくるということを、私も最初見たときに、

評価としてやる数字と表彰制度はリンクしない

のかな、どうなのかなというのは、はてなマーク

がつく部分もあったわけなのですが、対話をしな

がら、コミュニケーションを取りながら評価をし

ていくという中で、役所の職員としての、区民の

皆さんへの説明の意気込みだとか、本当にこうい

うふうなことを思っているんですという熱意だ

とか、そういった、数字とか、こういう形にはな

かなか難しいものをしっかりと形として示すと

いうところを、体験する者として、私自身もやっ

てみて、あっ、なるほどなと思うところがあった

ので、今年ももう一回、去年、一昨年となかなか

状況は難しい部分はありましたけれども、やって

みて、また皆さんに感じていただいて、またご意

見を頂くというのもどうかなと思いました。 

○藤後会長 では、いかがでしょうか。このまま

表彰制度は続けさせていただいて問題ないでし

ょうか。 

 では、承認いただいたとさせていただきます。 

 ここまで１～５の次第の内容は進めさせてい

ただきました。６、分科会の今後の予定につきま

しては後ほど事務局のほうからご説明があると

思います。まずはここまでで本日の内容が終了と
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なりますが、皆様方、もし何かお聞きになりたか

ったことであったり、ご意見、ご提案でまだ伝え

切れていないことがございましたら最後にコメ

ントを頂ければと思いますが、いかがでしょうか。

―よろしいですか。大丈夫ですか。 

 それでは、これで第１回足立区区民評価委員会

を終了いたします。スムーズな進行にご協力いた

だき、誠にありがとうございました。 

 それでは、ここで全体会は閉会とさせていただ

きます。 

 今後の予定につきまして事務局から連絡がご

ざいますので、よろしくお願いいたします。 

○事務局（政策経営担当係長） お疲れさまでご

ざいました。ありがとうございます。 

 これで全体会は終了とさせていただきますが、

次第にもありますとおり、この後、分科会別で今

後の予定、スケジュールについてご確認の時間を

少し頂きたいと思っておりますので、このままお

待ちください。 

 事務連絡になりますが、本日お車でいらした方

につきましては駐車券をお渡ししておりますの

で、お帰りの際にお声がけをお願いいたします。 

 それでは、一旦こちらで閉じさせていただきま

す。 

 本日はありがとうございました。 


